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科目名 
 

基礎ゼミⅠ 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

森 博行 

授業テーマ 
 漢詩と漢文を読む 

授業の概要と目標 
 この授業は、中国の古典文学を学生が自分で調べて勉強することによって、いっそう漢詩や漢文に親しむことが目的である。

具体的には、『論語』と『老子』の漢文、李白と杜甫の漢詩の中から、適当な作品を選んで読んでいく。 
 学生の発表にもとづいて授業を進めていく形式なので、学生は十分に下準備しておくことが望まれる。 

評価方法 
     出席態度と発表内容 

テキスト 
     プリント配布 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
     必要に応じて指示する 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 １ ガイダンス 
 
２ 『論語』 一・二・三・四・五の五章分（講読箇所は、授業中に指示する。以下、７回までおなじ） 
 
３ 『論語』 六・七・八・九・十 
 
４ 『論語』 十一・十二・十三・十四・十五 
 
５ 『老子』 一・二・三・四・五 
 
６ 『老子』 六・七・八・九・十 
 
７ 『老子』 十一・十二・十三・十四・十五 
 
８ 『論語』と『老子』のまとめ 
 
９ 李白 「山中与友人対酌」・「与史郎中欽定聴黄鶴上吹笛」・「独坐敬亭山」・「陪従祖済南太守泛鵲山湖」・「九日龍山飲」 
 
10 李白 「陪族粛啓刑部侍郎（中略）遊洞庭湖・其の一」・「其の二」・「其の三」・「其の四」・「其の五」 
 
11 李白 「九月十日即事」・「山中問答」・「答友人贈烏紗帽」・「夜下征虜亭」・「客中行」・「杜陵絶句」 
 
12 杜甫 「春日憶李白」・「対雪」「曲江二首・其の一」・「其の二」 
 
13 杜甫 「贈高式顔」・「九日藍田崔氏荘」・「寓目」・「初月」 
 
14 杜甫 「即織」・「野望」・「蕃剣」・「送遠」 
 
15 まとめ 

 


